
 

 

 

 

 

品    名：da2501-01_交付_01_■170807■_DWS新資源テクノロジー・ファンド.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム pd2-user 

プリント日時：2025/02/03 13:58:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

追加型投信／内外／株式 
 

交付運用報告書 
 

第68期（決算日：2024年10月15日） 
第69期（決算日：2025年１月15日） 

作成対象期間（2024年７月17日～2025年１月15日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社 
東京都港区麻布台 1-3-1 麻布台ヒルズ森JPタワー 
 
＜お問い合わせ先＞ 
電話番号：03-6730-1308 
受付時間：営業日の午前９時～午後５時 
 https://funds.dws.com/ja-jp/ 

 
＊お取引内容等につきましては、ご購入された販売会社にお問い合わせください。 

■受益者のみなさまへ 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、「ＤＷＳ 新資源テクノロジー・ファンド」は、
2025年１月15日に第69期の決算を行いました。当
ファンドは、グローバルな需要のシフト（変化・増
大）に対応するため、注目される「３つのテーマ」に
関連する事業を有し、成長が見込まれる世界各国の企
業の株式を中心に投資を行い、信託財産の中長期的な
成長を目指して運用を行います。当作成期につきまし
てもそれに沿った運用を行いました。ここに運用状況
をご報告申し上げます。 
今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い申し上
げます。 

 
DWS 新資源テクノロジー・ファンド 

愛称：グローバル・シフト 

第69期末（2025年１月15日） 

基 準 価 額 14,611円 

純 資 産 総 額 1,945百万円 
 

第68期～第69期 
（2024年７月17日～2025年１月15日） 

騰 落 率 △7.4％ 

分 配 金 合 計 0円 
 
（注）騰落率は収益分配金（税込み）を分配時に再投

資したものとみなして計算したものです。 

○当ファンドは、投資信託約款において運
用報告書（全体版）に記載すべき事項
を、電磁的方法によりご提供する旨を定
めております。右記＜お問い合わせ先＞
ホームページの「トップページ」→
「ファンド情報」→「ファンド関連情
報」→「運用報告書一覧」のページにお
いて運用報告書（全体版）を閲覧及びダ
ウンロードすることができます。 

※将来、ホームページの見直し等により、
閲覧方法が変更になる場合があります。 

○運用報告書（全体版）は、受益者の方か
らのご請求により交付されます。交付を
ご請求される方は、販売会社までお問い
合わせください。 
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DWS 新資源テクノロジー・ファンド 
 

運用経過 
 
■基準価額等の推移について （2024年７月17日～2025年１月15日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第68期首：15,771円 
第69期末：14,611円（既払分配金（税込み）：0円） 
騰落率：△7.4％（分配金再投資ベース） 

 
（注）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の本質的なパフォー

マンスを示すものです。ただし、上記対象期間中の分配金が０円のファンドにつきましては基準価額と重なって表示されております。 
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

す。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
 
■基準価額の主な変動要因 
 
 当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、グローバルな需要のシフト（変化・増大）に対応
するため、注目される３つのテーマ（生活基盤、食糧、クリーン・エネルギー）に関連する事業を有し、
成長が見込まれる世界各国の企業の株式を主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を目指して運
用を行いました。 
 世界株式市場で総じて株価が上昇したことが基準価額にプラスに寄与した一方、為替市場で円高ユー
ロ安が進行したこと等がマイナスに働きました。また、マザーファンドにおいて、2025年の業績見通
しが一部で懸念されていたほど悪くないと受け止められ株価が上昇したとみられるアメリカの農機メー
カーの保有等がプラスに寄与ました。一方、トランプ次期米政権下で気候変動対策が縮小されるとの懸
念から株価が下落した再生可能エネルギー関連の製品メーカーや電力会社の保有等がマイナスに働きま
した。 
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DWS 新資源テクノロジー・ファンド

■１万口当たりの費用明細 
 

項     目 
第68期～第69期 

2024年７月17日～2025年１月15日 項 目 の 概 要 
金  額 比  率 

(a) 信 託 報 酬 138円 0.927％ (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
 ※期中の平均基準価額は14,937円です。 

（投 信 会 社） （ 66） （0.441） 委託した資金の運用等の対価 
（販 売 会 社） （ 66） （0.441） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド

の管理等の対価 
（受 託 会 社） （  7） （0.044） 運用財産の管理、委託会社からの指図の実行等の対価 
(b) 売 買 委 託 手 数 料 0  0.001  (b) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
（株 式） （  0） （0.001） 有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 
(c) 有 価 証 券 取 引 税 0  0.000  (c) 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
（株 式） （  0） （0.000） 有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 
(d) そ の 他 費 用 13  0.086  (d) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 
（保 管 費 用） （  5） （0.036） 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資

産の移転等に要する費用 
（監査費用・印刷費用等） （  7） （0.050） 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用や目論見書や運用報告書

の作成に係る費用等 
合     計 151  1.014   

（注）期中において発生した費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出
した結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
（注）監査費用・印刷費用等にはマイナス金利に係る費用等を含みます。 
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DWS 新資源テクノロジー・ファンド 

 
（参考情報） 
 
○総経費率 
 当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び
有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１口当たり）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.02％です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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DWS 新資源テクノロジー・ファンド

■最近５年間の基準価額等の推移について （2020年１月15日～2025年１月15日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（注）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の本質的なパフォー

マンスを示すものです。ただし、上記対象期間中の分配金が０円のファンドにつきましては基準価額と重なって表示されております。 
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

す。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

 
 2020年１月15日 2021年１月15日 2022年１月17日 2023年１月16日 2024年１月15日 2025年１月15日 
基準価額 （円） 7,332 10,853 11,529 11,821 13,074 14,611 
期間分配金合計（税込み） （円） － 0 0 0 0 0 
分配金再投資基準価額騰落率 （％） － 48.0 6.2 2.5 10.6 11.8 
純資産総額 （百万円） 1,219 1,886 2,181 2,085 1,921 1,945 

 
●当ファンドはDWS 新資源テクノロジー・マザーファンドへの投資を通じて、グローバルな需要のシ
フトに対応するため、注目される３つのテーマ（生活基盤、食糧、クリーン・エネルギー）に関連す
る事業を有し、成長が見込まれる世界各国の企業の株式を中心に投資を行います。そのため、ファン
ドの収益率を測る適切なインデックスが存在せず、ベンチマーク及び参考指数を設けておりません。 
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DWS 新資源テクノロジー・ファンド 

■投資環境について （2024年７月17日～2025年１月15日） 
 当作成期の世界株式市場で株価は上昇しました。作成期初に一部ハイテク企業の冴えない決算や米国
景気の悪化懸念の高まり等を受けて調整する局面もありましたが、その後は米経済のソフトランディン
グ期待や一部企業の好決算、欧米の利下げ期待、米大統領選挙でのトランプ氏の勝利等が株価を押し上
げ、概ね堅調な推移が続きました。年末にかけて米国の利下げペースが鈍化するとの観測が高まり、売
られる場面もありましたが、株価は前作成期末と比べて高い水準で作成期末を迎えました。 
 為替市場は変動の激しい展開のなか、米ドル円相場は前作成期末とほぼ同じ水準で着地した一方、対
ユーロでは大幅な円高が進みました。 
 
■当該投資信託のポートフォリオについて （2024年７月17日～2025年１月15日） 
（当ファンド） 
 当ファンドは当初の運用方針通り、マザーファンドへの投資を通じて、グローバルな需要のシフト
（変化・増大）に対応するため、注目される３つのテーマ（生活基盤、食糧、クリーン・エネルギー）
に関連する事業を有し、成長が見込まれる世界各国の企業の株式を主要投資対象とし、信託財産の中長
期的な成長を目指して運用を行いました。 
 
（ＤＷＳ 新資源テクノロジー・マザーファンド） 
 当ファンドは当初の運用方針通り、グローバルな需要のシフト（変化・増大）に対応するため、注目
される３つのテーマ（生活基盤、食糧、クリーン・エネルギー）に関連する事業を有し、成長が見込ま
れる世界各国の企業の株式を主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行いまし
た。 
 当ファンドの投資テーマに関連する市場環境や、個別企業をとりまく環境、企業業績等に応じて投資
を行いました。個別銘柄では、株価が大きく上昇した米国の半導体メーカーや、フランスのエネルギー
ソリューション会社等を売却しました。 
 
■ベンチマークとの差異について （2024年７月17日～2025年１月15日） 
 当ファンドは運用の目標となるベンチマークや参考指数がないため、本項目は記載しておりません。 
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DWS 新資源テクノロジー・ファンド

■分配金について 
 基準価額水準等を勘案して、分配は行わないことといたしました。なお、留保された収益金につきま
しては、当ファンドの運用の基本方針に基づき運用させていただきます。 
 
 【分配原資の内訳】 

（１万口当たり・税引前） 
 

 
第68期 第69期 

2024年７月17日～2024年10月15日 2024年10月16日～2025年１月15日 
当期分配金 －円 －円 
（対基準価額比率） －％ －％ 

 当期の収益 －  －  
 当期の収益以外 －  －  
翌期繰越分配対象額 8,224  8,225  
（注）対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金（税引前）と一致しない場合があります。 
 
■ＥＳＧを主要な要素として選定する投資対象への投資額の比率 
 ＤＷＳは当ファンドの運用において、望ましい環境的特性及び社会的特性の獲得に努めます。一貫性
と客観性のある基準に基づき、ＥＳＧ評価を行い、投資対象銘柄の選定に活用します。ＥＳＧを主要な
要素として選定する投資対象への投資額（時価ベース）の純資産総額に対する比率は、50％超を目標
とします。当作成期末日（または当決算日）における、同比率は96.2％となりました。 
 
■スチュワードシップ方針に沿って実施した行動 
 当ファンドを運用するＤＷＳインベストメントGmbHは、アクティブ・オーナーシップを投資先企業
のガバナンス、行動方針、活動の改善と長期的な財務パフォーマンスの向上を後押しする重要な手段と
考えています。具体的には、株主としての権利や立場を利用して投資先企業の活動や行動に影響を与え
ることを目的として、対話（エンゲージメント）、議決権行使、株主総会への出席等を通じて、投資先
企業への直接的な関与の機会を積極的に設けます。実施した行動については、ＤＷＳのホームページに
て確認できます（以下のURLの「DWS Stewardship Report」をご参照ください。）。 
https://www.dws.com/en-jp/solutions/sustainability/corporate-governance/ 
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DWS 新資源テクノロジー・ファンド 
 

今後の運用方針 
 
（当ファンド） 
 当ファンドでは引き続き当初の運用方針通り、マザーファンドへの投資を通じて、グローバルな需要
のシフト（変化・増大）に対応するため、注目される３つのテーマ（生活基盤、食糧、クリーン・エネ
ルギー）に関連する事業を有し、成長が見込まれる世界各国の企業の株式を主要投資対象とし、信託財
産の中長期的な成長を目指して運用を行います。 
 
（ＤＷＳ 新資源テクノロジー・マザーファンド） 
 当ファンドでは引き続き当初の運用方針通り、グローバルな需要のシフト（変化・増大）に対応する
ため、注目される３つのテーマ（生活基盤、食糧、クリーン・エネルギー）に関連する事業を有し、成
長が見込まれる世界各国の企業の株式を主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を目指して運用
を行います。 
 米金融当局の政策金利見通しを受けて市場でも2025年の利下げペースの鈍化が急速に織り込まれま
したが、金利は現在織り込まれている以上に低下する可能性の方が高いと考えています。また、トラン
プ米大統領が減税や規制緩和、関税等についてどのような政策を打ち出してくるのかを注視していく方
針です。運用にあたっては、各国の景気動向や金融政策、政策支援、為替動向などの業績への影響等を
見極めつつ、キャッシュ創出力が高くかつ今後の成長性が期待できる銘柄を中心に投資を行う方針です。 
 

お知らせ 
 
 該当事項はございません。 
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DWS 新資源テクノロジー・ファンド
 

当ファンドの概要 
 
商 品 分 類         追加型投信／内外／株式 
信 託 期 間         無期限 
運 用 方 針         信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。 

主 要 投 資 対 象         

当ファンド 
 
ＤＷＳ 新資源テクノロジー・マザーファンド受
益証券を主要投資対象とします。 

ＤＷＳ 新資源テクノロジー・マザーファンド 

 
グローバルな需要のシフト（変化・増大）に対応
するため、注目される３つのテーマ（生活基盤、
食糧、クリーン・エネルギー）に関連する事業を
有し、成長が見込まれる世界各国の企業の株式を
主要投資対象とします。 

運 用 方 法         

 
主としてＤＷＳ 新資源テクノロジー・マザーファンドへの投資を通じて、信託財産の中長期的な成
長を目指して運用を行います。実質外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いま
せん。 

分 配 方 針         

 
毎決算時（原則として毎年１月15日、４月15日、７月15日及び10月15日。ただし、当該日が休業日
の場合は翌営業日。）に、原則として以下の方針に基づき収益分配を行います。 
①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等
の全額とします。 
②収益分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象
額が少額の場合には、分配を行わないこともあります。 
③留保益の運用については、特に制限を設けず、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を
行います。 
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DWS 新資源テクノロジー・ファンド 
 

代表的な資産クラスとの騰落率の比較（2020年１月末～2024年12月末） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（当該ファンドと他の代表的な資産クラスの平均騰落率、年間最大騰落率及び最小騰落率（％）） 
 
 当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債 

平均値 18.5 14.7 21.7 11.7 △1.7 5.5 6.6 
最大値 80.7 42.1 59.8 62.7 2.3 15.0 21.5 
最小値 △11.4 △9.5 △12.4 △19.4 △5.5 △5.1 △8.8 

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。 
（注）上記の騰落率は直近月末から60ヶ月遡った算出結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。 

 
＊2020年１月～2024年12月の５年間における年間騰落率の平均・最大・最小を、当該ファンド及び
他の代表的な資産クラスについて表示したものです。 
 
＊各資産クラスの指数 
日 本 株    ：ＴＯＰＩＸ（配当込み） 
先進国株：ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース） 
新興国株：ＭＳＣＩエマージング・マーケッツ・インデックス（配当込み、円ベース） 
日本国債：ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債 
先進国債：ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－グローバル（除く日本）（円ベース） 
新興国債：ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバ

ル・ダイバーシファイド（円ベース） 
（注）先進国株、新興国株、先進国債及び新興国債の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。 
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DWS 新資源テクノロジー・ファンド

各資産クラスの指数について 
 
・ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の指数値及びＴＯＰＩＸにかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総
研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知的財産であり、指数の
算出、指数値の公表、利用等ＴＯＰＩＸに関するすべての権利・ノウハウ及びＴＯＰＩＸにかかる標
章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、ＴＯＰＩＸの指数値の算出また
は公表の誤謬、遅延または中断に対し、責任を負いません。 
 
・ＭＳＣＩコクサイ・インデックス及びＭＳＣＩエマージング・マーケッツ・インデックスは、ＭＳＣ
Ｉインク（以下「ＭＳＣＩ」といいます。）が算出する指数です。同指数に関する著作権、知的財産
権その他一切の権利はＭＳＣＩに帰属します。また、ＭＳＣＩは同指数の内容を変更する権利及び公
表を停止する権利を有しています。 
 
・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩは、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社（以下
「ＮＦＲＣ」といいます。）が公表している指数で、その知的財産権その他一切の権利はＮＦＲＣに帰
属します。なお、ＮＦＲＣはＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩを用いて行われるドイチェ・アセット・マネジメ
ント株式会社の事業活動・サービスに関し一切の責任を負いません。 
 
・ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－グローバル（除く日本）及びＪＰモルガン・ガ
バメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイドは、
JPMorgan Chase & Co.の子会社であるJ.P.Morgan Securities LLC（以下「J.P.Morgan」といいま
す。）が算出する債券インデックスであり、その著作権及び知的所有権は同社に帰属します。
J.P.Morganは、インデックス及びそのサブインデックスが参照される可能性のある、または販売奨励
の目的でインデックス及びそのサブインデックスが使用される可能性のあるいかなる商品についても、
出資、保証、または奨励するものではありません。J.P.Morganは、証券投資全般もしくは本商品その
ものへの投資の適否またはインデックス及びそのサブインデックスが債券市場一般のパフォーマンス
に連動する能力に関して、何ら明示または黙示に、表明または保証するものではありません。 
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DWS 新資源テクノロジー・ファンド 
 

ファンドデータ 
 
■当ファンドの組入資産の内容 
 
◆組入上位ファンド 

項                   目 
第69期末 

2025年１月15日 
Ｄ Ｗ Ｓ  新 資 源 テク ノロジー・マザーファンド 100.0％ 

（注）組入比率は純資産総額に対する割合です。 
 
◆資産別配分 ◆国別配分 ◆通貨別配分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）比率は純資産総額に対する割合です。 
（注）端数処理の関係で合計が100％にならない場合があります。 

 
■純資産等 
 

項         目 
第68期末 第69期末 

2024年10月15日 2025年１月15日 
純 資 産 総 額 2,129,749,583円 1,945,441,969円 
受 益 権 総 口 数 1,379,766,911口 1,331,490,309口 
１ 万 口 当 た り 基 準 価 額 15,436円 14,611円 

当作成期中における追加設定元本額は34,555,578円、同解約元本額は118,031,744円です。 
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DWS 新資源テクノロジー・ファンド

■組入上位ファンドの概要 
 

ＤＷＳ 新資源テクノロジー・マザーファンド（2023年７月19日～2024年７月16日） 
 
◆基準価額の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆上位10銘柄 
 
 銘柄名 国名 通貨名 比率 
1 NVIDIA CORP アメリカ 米ドル 8.3％ 
2 FERGUSON PLC ジャージー 英ポンド 4.3％ 
3 NEXANS SA フランス ユーロ 4.2％ 
4 XYLEM INC アメリカ 米ドル 3.6％ 
5 DEERE AND CO アメリカ 米ドル 3.5％ 
6 AMERICAN WATER WORKS CO INC アメリカ 米ドル 3.3％ 
7 NEOEN SA-WI フランス ユーロ 2.9％ 
8 BADGER METER INC アメリカ 米ドル 2.8％ 
9 INFINEON TECHNOLOGIES AG ドイツ ユーロ 2.7％ 
10 荏原製作所 日本 円 2.7％ 

組入銘柄数 50銘柄 
（注）比率は純資産総額に対する割合です。 
（注）全銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全

体版）に記載しております。 
 
◆資産別配分 ◆国別配分 ◆通貨別配分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）比率は純資産総額に対する割合です。 
（注）端数処理の関係で合計が100％にならない場合があります。 
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DWS 新資源テクノロジー・ファンド 

◆１万口当たりの費用明細 
 

項     目 
当   期 

2023年７月19日～2024年７月16日 項 目 の 概 要 
金  額 比  率 

(a) 売 買 委 託 手 数 料 1円 0.007％ (a) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
（株 式） （ 1） （0.007） 有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 
(b) 有 価 証 券 取 引 税 0  0.001  (b) 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
（株 式） （ 0） （0.001） 有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 
(c) そ の 他 費 用 24  0.125  (c) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 
（保 管 費 用

 
） 
 

（24） （0.125） 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資
産の移転等に要する費用 

合     計 25  0.133   
期中の平均基準価額は18,805円です  

（注）期中において発生した費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出
した結果です。 
（a）売買委託手数料、（b）有価証券取引税、（c）その他費用は、期中の各金額を各月末現在の受益権口数の単純平均で除したものです。 

（注）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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■MEMO 
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ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社 
東京都港区麻布台 1-3-1 麻布台ヒルズ森JPタワー 
 
＜お問い合わせ先＞ 
電話番号：03-6730-1308 
受付時間：営業日の午前９時～午後５時 
 https://funds.dws.com/ja-jp/ 

 
＊お取引内容等につきましては、ご購入された販売会社にお問い合わせください。 


